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遅効性加硫促進剤ノクセラー DZについて (2)

ノクセラー DZは，遅効性加硫促進剤（スルフェンアミ

ド系）の中では最も耐スコーチ性が良いものとして知ら

れており， NOC技術ノートにおいても既に紹介してき

たり

今回は，当社で市販しているノクセラー CZ-G,MSA 

-Gとの比較データ（耐スコーチ性について）を紹介する．

表 1 当社市販のスルフェンアミド系加硫促進剤

商品名

ノクセラー

CZ-G 

化学 式 耐スコーチ性

("/N、H /CH2-CH"' 
II C-S-N -CH CH. 

V Sヽ/ 、CH、-CH2/
(M. W 264.4) 

ノクセラー /"-、/N、 /CH2-CH"' 

MSA-G I II C-S-N 0 
＼／ヽ S/ 、CI-I2-CH2/
(M. W 252.4) 

ノクセラー

DZ 

/CH2-CH2ヽ
CH CH2 

ハ/N、I'CH.-CH/
I II C-S-N 
＼ハS/ ¥ /CH2-CH"' 

CH CH2 
'CH2-CH,/ 

増

大

(M. W 346.4) 

ノクセラー DZの特徴は，耐スコーチ性が優れている

ほかに，加硫接着性が優れている．すなわち， ゴムと繊

維（レイヨン・ナイロン・ボリエステル）の接着，またゴ

ムとスチールコード（黄銅めっき・亜鉛めっき）の接着に

おいて， DZの使用は， CZ及び MSAを使用した場合よ

り良好な接着性が得られることが報告されている 2)'

また， A.G. Buswellらは呪ゴムとスチールコード

（黄銅めっき）を低硫黄 (1.5phr)加硫系で加硫接着させ

る場合において， CZ及びMSAの使用では接着力の著し

い低下が認められるが， DZを使用した場合には， 低硫

黄加硫系でも接着力は低下しないことを認めている．更

に，種々のスルフェンアミド誘導体を用いて，ゴムとス

チールコード（黄銅めっき）の加硫接着性を調べたとこ

ろ，立位障害の大きい第二級アミン（ジシクロヘキシル

アミン・ジーsecーブチルアミン •Nーフェニルイソプロヒ゜

ルアミン）を持つスルフェンアミド誘導体が， 低硫黄加

硫系においても，接着力が低下しないことを認めている．

(95) 

すなわち， 立体障害の大きい第二級アミン（ジシクロヘ

キシルアミン）を持つDZの使用は，加硫誘導期間中に，

硫黄とスチールコード表面の黄銅との反応が有効に行わ

れ，低硫黄配合の場合でも優れた接着性が得られると推

定している. DZの優れた耐スコーチ性は， 加硫接着に

は最も有利な要因であり，今回は DZを配合した練り生

地(NR配合）の耐スコーチ性について， CZ-G及び MSA

-Gと比較したので紹介する．

表3のムーニースコーチ試験から， DZとMSA-Gを

おのおの 0.5phr配合した場合，耐スコーチ性は DZの

ほうが良好であるが， 0.7phr以上の配合量では MSA-G

のほうが耐スコーチ性は良好になることがわかる（一般

にMSA-Gは少量配合より多量配合のほうがスコーチタ

イムが長くなる傾向がある）．

また，図 lに練り生地を熱処理(120℃x3o分間，ギア

ーオーブン中）した後のムーニースコーチタイム(I.)及び

練り生地の最低粘度(Vm)を示した. CZ-Gを配合した練

り生地は，熱処理後には最低粘度(Vm)の著しい増加とス

コーチタイム (t.)の著しい短縮が認められ，既にスコー

チの現象がみられる．一方， MSA-G及び DZを配合し

た練り生地では， 粘度 (V111)の上昇及びスコーチタイム

伍）の短縮の程度が非常に小さいことがわかる特に，

DZを配合 (0.5phr及び 0.6phr)した練り生地は， 粘

度上昇 (T位）が小さく， 加工安定性（耐スコーチ性）が良

好であることがわかる．また，実際に練り生地 (SBR配

表 2 動的熱処理後のレオメータ試験

動的熱処理条件：練り生地*1を140℃のロールに巻き付

け， 10分間混練り行い動的な熱履腿を

与えた

試料 熱処理 (NLV.Hm) (N叫,mr) t' C(lO) I' C(OO) 

CZ-G 前 0.81 4.33 7'1511 16'00" 

後 1.04 4, 18 3'20" 16'00" 

MSA-G 
即‘’ 0.81 4.44 1010011 1910011 

後 I. 03 4.41 8'1011 18'5011 

DZ 前 0.82 4.29 9'45" 2213011 

後 I. 02 4.32 9'30" 2212011 

*1 SBR (JSR 1500) 100, 酸化亜鉛 5, ステアリン酸 I,

HAFブラック 40, 硫黄 2, 加硫促進剤試将 1.0
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合）を熱ロールに巻き付け， 動的な熱履歴を加えた場合

について，表 2に示した．

ノクセラー DZを配合した練り生地は，動的な熱履歴

を与えた後でもほとんど加硫挙動（レオメータ試験）に変

化は認められず，加工安定性が良いことがわかる．

実験

1. 配合

NR (RSS#l) 

酸化亜鉛
ステアリン酸
RAFブラック
硫黄
加硫促進剤試料
(CZ-G, MSA-G, DZ) 

2. ムーニースコーチ試験

100 
5 
3 

40 
2.5 

0.5, 0.6, 0. 7 

表 3 JIS K 6300に準拠， ML-I,125℃ 

試料 配合量 (phr) V m t, I ••o 
0.5 25 16'0011 3'0011 

CZ-G 0.6 25 17'0011 2'30" 
o. 7 25 17'1011 2'20" 

0.5 24 16'20" 512011 
MSA-G 0.6 24 18'00" 5'10" 

0. 7 25 20'3011 5'00" 

0.5 23 23'5011 9'30" 
DZ 0.6 23 21'IO" 8'2011 

0. 7 24 1914011 7'30" 

3, レオメータ試験

表 4 モンサント ODR-100, 振幅角 10' 振 動 数

100 cpm, 140℃ 

試料 配合量 (phr) MHF (N. m) l'cc10> t' C(OO) 

0.5 3.85 7'3011 2が5011
CZ-G 0.6 3.95 712011 2210011 

0. 7 4.14 713011 20150" 

0.5 3.68 810011 2810011 
MSA-G 0.6 3.92 810011 26'0011 

o. 7 4. IO 8'20" 24'00' 

0.5 3.67 1110011 3813011 
DZ 0.6 3.81 10'30" 35'20" 

0. 7 3.98 10'0011 33'3011 

4, 引張試験
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5. 熱処理後（練り生地）のムーニスコーチ及

ぴレオメータ試験

熱処理条件：未加硫ゴムをギアーオーブン中 (120℃ X30 

分間）熱処理

表 5 JIS K 6301-'75に準拠，プレス加硫 140℃

配合量加硫時 Tn 恥 M,o。Afao。H, 
試料 (phr) 間（分） (MPa) (%) (MPa) (JISA) 

CZ-G 0. 7 
20 32. 9 510 2. 9 16. 3 65 

30 3 I. 8 4 70 3. 2 17. 0 65 

MSA-G 0. 7 
20 32. 9 510 2. 8 15. 8 65 

30 32.2 480 3.1 17.1 66 

DZ 0. 7 
20 31. 0 570 2. 3 12. 4 61 

30 31. I 500 2. 8 15. I 65 

SI単位換算 Ikgf/cm2 = 0.0980665 MPa 
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図 l 熱処理後のムーニースコーチ試験

ML-I, (125℃) 
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図2 熱処理後のレオメータ試験

試料 0.7phr配合，モンサント ODR-100,140°0 
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